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23ア 妊婦の交通外傷43例の 臨床的検討 23E　　　 妊娠 に 合併 し た母体頭需内出血．症 洌

に お け る 母児 の 予後 に つ い て の 検討
’
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匿目的罰本邦には、まとま っ た症例数で 妊婦の 交

通外傷を検討した報告が殆ど無い 、、また道路交通

法施行令第26条で 妊婦は
一
律に シー

トベ ル ト着用

を免除されて い るが、この 点を諸外国と比較した

報告も無い 。 今回は こ の 2点の 検討を行 っ た 。

匿方法】19851998年 8月に入院した妊婦の 交通

外傷43例を対象に 、 診療録を後方視的に検討 した

。また主要先進国の 大使館に対し、本国で の妊婦

の シ
ー

トベ ル トに関する制度を問い合わせた 、，

匿1麟遡 自験例で は平均年齢 25．8歳 、 平均妊娠週

数器 5週、四輪車乗車中の 受傷 41例 、 シー トベ ル

ト装着者 5例だ った 。 衝突方向は前茄 3％ ・後方

25％ ・側方lO％ で 、受傷座席は助手席59％ ・運転

席32％だ っ た 。 母体外傷は、豹撲傷35例、骨折 19

例 、 裂創土5例、 頸椎捻挫 3例、［血気胸 ・牌臓破裂

・後腹膜血腫各 2例、脊髄損傷、肝裂傷、肺挫傷

、脳挫傷 、 が各 1例だ っ た 。 断 斗的合併症は 、 常

位胎盤早期剥離 4例、 PROM　・IUFD　e 甲産 ・胎児切

迫仮死が各 3例、入工中絶 2例、そ して T・’Sr破裂

・子宮裂傷 ・流産 ・切迫流産 ・切迫早産 ・［E常分

娩が各 1例（以 ヒの べ 症例数）だ っ た 。

　諸外国の 制度で は  妊婦も 律 に シー トベ ル ト

装着を義務づ けて い る国 ；豪、 加、ス ウ ェ
ーデ ン

、
ベ ル ギー

、 オ…ス トリア 、フ ィ ン ラ ン ド、
ニ ュ

ージ
ー

ラ ン ド、シ ン ガポール　  妊婦も原則と し

て装着義務あ るが 、 医師の診断書を携帯する者の

み免除 する国 ；英、独 、 伊、蘭、ス イ ス　  妊婦

は
一
律 に装着免除の 国 ；該当岡無 し、であ っ た 。

　【結論翼外傷の 重症度と産科的合併症の 椡 隻は必

ず しも相関して い なか っ k 、，また 日本の 法令は、

国際的には例の無い もの で あ る こ とが判明 した 。

［11的 1妊娠に 合併 した 母体頭蓋 内毘 lllげll例 に つ き、

そ の 発症 か ら診断 ・治療 まで に垂嬰した 1卿 肥 母児

の 予後につ い て 後 方視的 に検討 1．．た　［方法 i母体

頭蓋内出血L13例 を対象 と し、発症 か ら 診断
・
治 ：索

まで に 要 し た 時 間、1台療 方法 、こ れ ら ヨ リ縄 の 予

後 に 及 ぼ す影響を検謁
「
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保存的療法 に 大別 して 検 II寸した　t） 脳 夕1・科的治療

を必要 と した もの が7例一こ の 内発症 か ら診lllll・治

療 まで に 要 した 時間に 関 して、121i寺間」ζ満が41歹〔、
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7例 と も母体の 生命予後は良好 で あ っ た　診断
・審

療まで 12［［ぴ間未満 の 4症 1歹ll　i4．1 、帝
．
1二切［｝II　2 」

］
；ll，銚

一
」
’・

分娩 1例 で 予 後良好 な生児 を 得 た が 、1例は胎内死

亡となっ た；2〔｝時間 の 症例は 双胎 で あ り、1児は 胎

内死 亡、他の 魄 は帝 E切 開 に
’
d 「A

−，
後、高墜の 障

害を残 し2歳で 死 亡、27凵寺閊 の 症 例 は 、帝王切冖iiに

て 分娩 し児の 予後 は 良妹 、診断 まで 1こ7i型1］を要 し

た症例 は 帝 土切開と同時に脳外科手術 を 施彳］し た

が 、児 に 軽度発達障害 を残 した ． 2） 保存的治療法

の 適応が 6例。これ らの うち発症 か ら診断
・
治療ま

で に 要 した時間 は 12時間未満が 4例、14時 1昌1が ［例、

6日 間が 1例 で あ っ た ttl2 時闘未満の 4症 1列 1「i3 例 は

帝王切開、1例 は鉗子分娩 に て 生児 を得、母児 と も

に 予後良好 で あ っ た 、，14時 間 の 症 例 は 、帝
一
↑
．
1切 闌

に て 分娩、母体 の 予 後 は 良好 なる も、児に は軽 変

運動発達障害 を残 した、、61．1閊 を 要 した ［例 は 〒i｝「王

切開を行 っ た が 、 再出 掴nの た め 母体死 亡 と な っ た

児 に は軽度運動発達障害を残 し た．ti結 論 1妊娠 に

合併 した母体頭蓋内 出血 にお い て は 、治療方法 に

よ る 差違 は な く、発 症か ら診 断 冒占療 まで に 要 し

た 時間が 母児 の 予後 に大 き く影響 を及 ぼ す囚子 t

考え ら れ た。
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